
どりce".3宣言，

人
間
の
設
計
図
で
あ
る
迎
伝
情
報
が
m
叩き
込
ま

れ
た
D
N
A
(デ
オ
キ
シ
リ
ボ
核
融
)。

約
印
兆

悶
あ
る
人
間
の
細
胞
の
核
に
収
め
ら
れ
て
い
る。

僚
の
直
径
は
わ
ず
か
約
0
・
0
1
〆
で
、
長
さ
計

2
M
あ
る

D
N
Aは
政
の
中
に
規
則
正
し
く
束
ね

ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ

の
定
説
の
提
唱
か
ら
約

ω年
た
ち
、
生
命
活
動
の

岐
本
で
あ
る
D
N
A倣
が
見
聞
さ
れ
つ
。
つ
あ
る
。

(宮
崎
教
)

12 ~反

実は乱雑?

l五ョミl

DNAの収納

表!T-2014年 {平成26年15月 11日(臼他日}

-
定
説
は
m
山
年
代
か
ら

二
血
ら
ゼ
ん
桝
造
で
知
ら
れ
る
D

N
A
は
、
太
さ
は
2
Y
-M
(
1
J

は
叩
脳
分
の

1
)
と
非
慨
に
制
い
糸

だ。

D
N
Aは
ヒ
ス
ト
ン
と
呼
ば
れ

る
糸
判
官
き
役
の
た
ん
ぱ
く
聞
に
巻
い

て
い
く
と、

太
さ
什
Y
-M
の
線
利

に
な
る。

1
9
ワ
6
年
に
炎
国
の
ク
ル

!
グ

ら
が
、
こ
の
線
維
が
ら
ぜ
ん
状
に
規

則
正
し
く
溢
い
て
束
ね
ら
れ
、
ク
ロ

マ
チ
ン
線
紛
と
呼
ば
れ
る
太
さ
却
〆

.

い

M
の
線
維
が
で
き
る
と
発
表
し

た
。
D
N
A
の
ほ
と
ん
ど
は
訟
の
中

で
ク
ロ
マ
チ
ン
線
級
の
状
般
で
存
在

「細胞はぬ小限のエネル
ギーで刑事日を燥してい
る lと服す j'iol助一l¥fi数限

(1'Ji1 ，Ç;J 日 f '~~Oi<. jJJ IJ ~ ) 

す
る
と
提
鳴
さ
れ
、
定
鋭
と
し
て
生

物
学
の
教
科
白
に
も
蹴
っ
て
い
る。

し
か
し
、
こ
の
定
税
に
、
国
立
辿

伝
学
問
究
所
の
前
均

一
問
教
授
が

2

0
0
8
年、

「初
〆

・
μの制
M
M
酬
は

阪
の
中
に
ほ
と
ん
ど
存
在
し
忽
い
」

と
閉
山
を
陥
え
た
。

前
ぬ
教
団
似
は
、
人
間
の
制
胞
を
ロ

新
説

情
報
の
読
み
出
し
に
有
利

-・・叫図鑑蓋謹a皿盗重量豆盗率翠包圃F

一3
、
2
、
1
」。

叩
木
惜
の

間
当
の
学
生
が
カ
ウ
ン

4
4
J
Z
-吋

ト
ダ
ウ
ン
を
終

vi
z-i
ポ

イ
ッ
チ
を
押
す
と
、
「
ギ

za

ュ
イ
l
ン
」
と
い
う
音
と
と
も
に
、
全

長
1
・
2
Mの
小
さ
な
金
印
刷
製
の
機
体

が
、
校
舎
の
屋
上
か
ら
盛
ら
し
た
ロ
ー

プ
を
伝
っ
て
昇
っ
て
い
っ
た
。

「宇
宙

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
と
い
う
宇
宙
へ
の
新

し
い
輸
送
手
段
の
拭
作
機
だ
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
機
械
桝
造

物
の
安
全
設
計
が
研
究
室
の
本
来
の
テ

'"、 "10 剛"'"唱勾1~!~11 ' 

E百五主主主ì:"~'

新鋭

ONAId:緩い部分と糸玉のような固まりの部
分があってl田れており、糸玉でも袈聞に出た
情報を続み出9ことができる

4参」
従来の鋭

議智!??

ヒス
ト
ン
に
光
る
目
印
を
つ目
て

D
N
A
の
似
仰
が
回
れ
刷
〈
峨
子

を
仰
脱
し
た

戸川
町
救
段
侃
供
)

圧
下
で
急
速
冷
凍
し
、
生
き
た
附
に

近
い
状
態
で
観
察
で
き
る
電
子
顕
微

鏡
で
調
べ
た
が
、
ク
ロ
マ
チ
ン
線
級

が
見
つ
か
ら
-な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
高
速
で
回
転
さ
せ
た
悠

子
か
ら
出
る
強
力
な
X
線
で
微
細
な

m巡
を
詳
し
く
制
べ
る
こ
と
が
で
き

る
辺
化
学
研
究
所
の
仰
般
「
ス
プ
リ

ン
グ
8
」
(
兵
郎
以
)
で
観
嫁
し
た

が
、
や
は
り
存
在
す
る
デ
ー
タ
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
。

前
印
刷
相
綬
に
よ
る

と、

D
N
A
を
開
策
す
る
た
め
に
細

胞
に
特
別
な
処
理
を
す
る
と
羽
j
-

M
の
制
巡
が
で
き
る
と
い
う
。

-
帰
れ
動
く
糸
玉

人
間
な
ど
の
生
伽
は
、
細
胞
核
に

あ
る

D
N
A
か
ら
、

た
ん
ぱ
く
質
を

使
っ
て
必
要
な
附
m
閣
を
続
み
取
っ
て

生
命
活
動
に
欠
か
せ
な
い
物
質
を
作

り
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
従
来
の

学
説
で
は
、
悶
く
が
っ
ち
り
と
束
ね

ら
れ
た
ク
ロ
マ
チ
ン
線
維
は
、
た
ん

ぱ
く
伐
と
の
結
合
が
で
き
な
い
。

こ
の
た
め
、

D
N
A
は
、
仰
に
必

援
な
悩
抑
制
が
岱
き
込
ま
れ
て
い
る
部

分
に
つ
い
て
は
ク
ロ
マ
チ
ン
線
維
に

な
ら
ず
、
た
ん
ぱ
く
質
と
結
合
し
や

す
い
よ
う
怨
き
が
緩
く
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
線
維

部
分
に
白
き
込
ま
れ
た
悩
綴
が

一
時

的
に
必
践
と
な
っ
た
喝
合
に
は
、
ヒ

ス
ト
ン
な
ど
に
変
化
が
起
こ
り
、
そ

の
部
分
の
線
総
の
慾
き
が
緩
く
忽
る

と
さ
れ
て
い
た
。

定
脱
に
対
し
、前
向
教
授
の
悦
は
、

D
N
Aの
一
部
分
で
備
に
也
き
が
級

く
な
っ
て
い
る
の
は
同
じ
だ。

し
か

し
、
残
り
の
大
部
分
は
ク
ロ
マ
チ
ン

線
総
に
な
ら
ず
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に

集
ま
っ
た
糸
玉
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
と
い
う。

D
N
A
は
常
に
燭
れ
動
い
て
お

り
、
糸
玉
の
袈
間
部
分
と
内
側
は
ひ

ん
ぱ
ん
に
入
れ
鈴
わ
っ
て
い
る
。
内

部
に
あ
る
と
、
附
縦
を
税
み
取
る
た

ん
ぱ
く
質
と
結
合
し
に
く
い
が
、
申
羽

田
に
出
て
く
れ
ば
、
た
ん
ぱ
く
質
と

総
合
し
や
す
く
な
る
。
前
ぬ
教
授
は

「
D
N
Aが
規
則
正
し
く
束
ね
ら
れ

て
い
る
よ
り
も
い
い
加
減
な
形
で
収

納
さ
れ
て
い
屯
わ
が
、
い
ち
い
ち
巻

き
を
緩
め
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
わ
ず
に
併
み
、
生
命
に
と
っ
て
有

利
だ
」
と
強
淵
す
る
。

定
税
と
新
鋭
と
い
う
こ
つ
の
学
説

の
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
。
決
却
を

つ
け
よ
う
と
、

国
内
外
で
研
究
が
本

略
化
し
て
い
る
。
早
稲
田
大
の
胡
桃

山
弘
己
志
輸
相
俊
(制
治
生
物
学
)
は
「
D

N
A
か
ら
の
悩
仰
の
税
み
取
り
の
仕

組
み
が
解
明
さ
れ
れ
ば
、
生
命
の
仕

組
み
ゃ
病
気
の
魁
解
が
さ
ら
に
巡
む

だ
ろ
う
」
と
附
す
。

解明治療法開発に重要

細胞の隊内でONAがどのような!阪で
存在するのか。その解明は、病気の治脱

法の|別発にもつながるとして注目を集め

る。 ONAにのきiぶまれている悩切が正
し くても、 DNAOYé書き方F伊豆~'fÎY， t<ごと附
仰を統み取れt，J.いため、 m裂なたんぱく

慣が作れず、がんや辿伝病を起こすこと

がわかってきたからだ。
米ロックフエラー大のデピ ッド ・アリ

ス教授(分子生物学)=写只=は1996年、
ヒス トンが酔紫の働きで変化し、 DNA
の巻きが緩くなるという仕組みを解明。

これをきっかけに研究がー

気に}悠み、 ~~ I認では、ヒス
トンを変化させてがんのWI
9il'iを抑えるたんぱく質をつ

くるという新しいタイプの

抗がん剤も誕生した。

ア リス教授はこうした縫
~lが抑制され、今年の日本国際'1誌を笠t10
1月に来日した際に続完i'fr防lのインタ ビ

ューに応じ、 rONAはもちろん、 DN
Aの腕みl上1しを問自白する佑組みも、生命

にとってはID."&!だ。ti:.t.ごF停車ミでDNAの
老書き方に変化プ)~j包きて病気になるという
のは予想外だった。発見から10年で病気

の治僚に応用され、夙mr.を覚えるo 今後
も医師と協力して研究を進めたいJと諮
った。 (由利氏政治)

安
全
設
計
の
志
高
く

日本大学理工学部

構造力学研究室

ー
マ。

2
0
0
8
停
に
街
木
諮
問
均
教
岡
山

(引
)が
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
舵
泌
団

体
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
り
、
学
生
ら

が
試
作
機
の
開
発
を
始
め
た
。

字
街
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
ま
だ
以
一
随
研

究
レ
ベ
ル
だ
が
、

「政
や
慣
れ
だ
け
で

は
な
い
。
実
社
会
に
役
立
つ
技
術
が
結

ま
っ
て
い
る
」
と
向
木
教
伎
は
仰
を
張

る。

開
発
し
た
試
作
機
に
検
査
製
自
を

取
り
付
け
れ
ば
、
長
距
雌
を
肋
き
は
が

ら
ロ
ー
プ
の
劣
化
を
自
動
点
険
ず
る
こ

と
も
で
き
幸
せ
つ
に
な
る
。
筒
木
教
俊

は

「全
国
に
m山
万
台
も
あ
り
、
老
朽
化

が
進
む
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
ど
う
点
検
し
て
い
く
か
。
宇
宙

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
研
究
を
泊
し
て
、
学

-小学生向けに教室 4月 1
日H寺点で筒木教綬と大学院生20
人、学制I4年生11人。小学生を
対象にした実験教室置を聞いて先
生E役は学生に但ってもらう。そ
の狙いにワいて、消木教綬は「芭|
分の研究を理解し、説明する力
も身につくためJと話す。

生
ら
が
考
え
る
格
好
の
教
初
に
な
る
」

と
脱
明
す
る
。

昨
年
夏
、
学
伎
や
社
会
人
の
チ
ー
ム

が
参
加
す
る
試
作
機
の
全
国
競
技
会

で、

研
究
室
の
拭
作
機
は
下
降
時
に
ブ

レ
ー
キ
が
働
か
ず
、
沼
下
同
然
で
地
聞

に
激
突
し
た
。
た
だ
し
、
パ
ン
パ
ー
の

お
か
げ
で
、
試
作
機
は
倣剛
引を
免
れ
た。

制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
当
し
た
大
学
院

修
士

1
年
の
小
林
愛
突
さ
ん
(辺
)
は

「
パ
ン
パ
ー
は
側
駄
な
部
品
と
思
っ
て

い
た
。
州四
定
外
の
ト
ラ
ブ
ル
も
考
え
た

よ
で
、
安
全
に
般
例
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
実
感
し
た
」
と
話
す
。

向
木
教
授
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

m故
が

起
こ
る
と
、
現
場
に
学
生
を
連
れ
て
い

き、

耶
放
の
原
因
や
防
止
策
を
綴
論
さ

せ
る
こ
と
も
あ
る
。
「
安
全
に
つ
い
て
の

感
受
性
を
高
め
て
ほ
し
い
」
と
い
う
学

生
へ
の
思
い
か
ら
だ
。
(
富
山
健
介
)

以
作
悩
の
界
険
礎
験
を
す
る
情
木
教
閣
官

〔中山
内)
ら
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
(千
斑

限
的
問
市
立

H
佐
々
木
紀
明
吟
彫

「創造性の育成塾J参加者募集
子館長マ恩tB彰彦 ・宇宙・飛行
士マハードディスクの大望書
イじの技術をIJド|発した指111奇俊
・東北工銀大国司I良マアンド
r可 ./ LO，-r、 に""拘退、ヲ芯h才噌，τ-.y、 τ之 LごEロ

全国の中学 2年生が、夏休

みに 7i芭18日の合宿をしなが
ら者名t，J.科学者ーらの俊撲をき是
ける鈎 9巨Jr創造性の育成盤J
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